
(57)【要約】

【課題】カテーテルを有する医療器具を提供する。

【解決手段】医療器具のカテーテルは、体腔内に挿入可

能な遠位端、長さ方向に離れ、周囲に突出する第一、第

二ポッドを有する。第一ポッドは、第一表面部分を備え

た第一外表面を有する。第一表面部分は、周囲方向に間

隔をおいた電極の電圧印加可能な第一電極対を含む。第

一表面部分は、電圧印加された第一電極対に接触する筋

肉体腔組織が収縮した際に、体腔内で第一ポッドを前進

させるように構成された形状を有する。第二ポッドは、

第二表面部分を備えた第二外表面を有する。第二表面部

分は、周囲方向に間隔をおいた電極の電圧印加可能な第

二電極対を含む。第二表面部分は、電圧印加された第二

電極対に接触する筋肉体腔組織が収縮した際に、体腔内

で第二ポッドを前進させるように構成された形状を有す

る。また、各ポッドが膨張可能なバルーンを含む、医療

用カテーテルを使用する方法を提供する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 療 用 カ テ ー テ ル を 具 備 す る 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、
　 ａ ） 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 端 で あ っ て 、 前 記 体 腔 は 、 前 記 体 腔 を 囲 む 筋 肉 体 腔
組 織 を 有 す る 、 遠 位 端 と 、
　 ｂ ） 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 曲 が っ て い な い 状 態 に あ る 場 合 に 長 さ 方 向 軸 を 定 め る 、 中
心 線 と 、
　 ｃ ） 第 一 表 面 部 分 を 備 え た 第 一 外 表 面 を 有 す る 、 周 囲 に 突 出 し た 第 一 ポ ッ ド で あ っ て 、
前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第 一 電
極 対 を 含 み 、 か つ 、 電 圧 印 加 さ れ た 前 記 第 一 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 す る と
、 前 記 体 腔 内 で 前 記 第 一 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 す る 、 第 一 ポ ッ ド
と 、
　 ｄ ） 第 二 表 面 部 分 を 備 え た 第 二 外 表 面 を 有 す る 、 周 囲 に 突 出 し た 第 二 ポ ッ ド で あ っ て 、
　 　 前 記 第 二 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第
二 電 極 対 を 含 み 、 か つ 、 電 圧 印 加 さ れ た 前 記 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 す
る と 、 前 記 体 腔 内 で 前 記 第 二 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 し 、
　 　 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 前 記 第 一 ポ ッ ド か ら 近 位 に 長 さ 方 向 に 離 れ て い る 、
　 第 二 ポ ッ ド と 、
　 を 含 む 、
　 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ で あ る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ は 、 前 記 遠 位 端 に 配 置 さ れ た 視 覚 化 装 置 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 シ ー ス で あ り 、 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ 上 に 取 り 付 け る よ
う に 構 成 さ れ て い る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ は 、 前 記 遠 位 端 に 配 置 さ れ た 視 覚 化 装 置 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 外 表 面 、 お よ び 前 記 第 二 外 表 面 は 、 前 記 体 腔 内 に 配 置 さ れ た 際 に 、 実 質 的 に 一
定 の 形 状 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 ポ ッ ド は 、 膨 張 可 能 な 第 一 バ ル ー ン を 含 み 、
　 前 記 第 一 外 表 面 は 、 前 記 第 一 バ ル ー ン の 膨 張 し た 外 表 面 で あ り 、
　 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 膨 張 可 能 な 第 二 バ ル ー ン を 含 み 、
　 前 記 第 二 外 表 面 は 、 前 記 第 二 バ ル ー ン の 膨 張 し た 外 表 面 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 制 御 器 で あ っ て 、 前 記 第 一 電 極 対 に 接 触 す る 前 記 筋 肉 体 腔 組 織 を 収 縮 さ せ る た め 、 前 記
第 一 電 極 対 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、 か つ 前 記 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 前 記 筋 肉 体 腔
組 織 を 収 縮 さ せ る た め 、 前 記 第 二 電 極 対 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 制 御 器 、
　 を さ ら に 含 む 、
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　 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 制 御 器 は 、 前 記 制 御 器 が 使 用 者 に よ っ て 作 動 さ れ る 限 り 、 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び
前 記 第 二 電 極 対 に 実 質 的 に 同 時 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 同 時 の 電 圧 印 加 に よ っ て 前 記 体 腔 内 の 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 進 む 速 度 は 、 予 め 決
め ら れ た 速 度 で あ り 、
　 電 圧 印 加 さ れ た 電 極 と も は や 接 触 し て い な い 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 弛 緩 す る 時 間 は
、 予 め 決 め ら れ た 時 間 で あ り 、
　 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び 前 記 第 二 電 極 対 は 、 長 さ 方 向 に 隣 接 す る 電 極 対 で あ り 、 長 さ 方
向 に 、 あ る 距 離 を お い て 離 れ て お り 、
　 前 記 距 離 は 、 前 記 第 一 電 極 対 に よ っ て 接 触 さ れ た 前 記 体 腔 の 長 さ 方 向 位 置 に あ る 、 収 縮
し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 、 前 記 第 一 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 を 通 過 し た 後 で 、 か つ 前 進 す る
前 記 第 二 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 に 到 達 す る 前 に 、 少 な く と も 弛 緩 す る よ う に 選 択 さ れ
る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 制 御 器 は 、 前 記 制 御 器 が 使 用 者 に よ っ て 作 動 さ れ る 限 り 、 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び
前 記 第 二 電 極 対 を 逐 次 的 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 逐 次 的 な 電 圧 印 加 に よ っ て 前 記 体 腔 内 の 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 進 む 速 度 は 、 予 め
決 め ら れ た 速 度 で あ り 、
　 電 圧 印 加 さ れ た 電 極 と も は や 接 触 し て い な い 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 弛 緩 す る 時 間 は
、 予 め 決 め ら れ た 時 間 で あ り 、
　 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び 前 記 第 二 電 極 対 は 、 長 さ 方 向 に 隣 接 す る 電 極 対 で あ り 、 長 さ 方
向 に 、 あ る 距 離 を お い て 離 れ て お り 、
　 前 記 距 離 は 、 前 記 第 一 電 極 対 に よ っ て 接 触 さ れ た 前 記 体 腔 の 長 さ 方 向 位 置 に あ る 、 収 縮
し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 、 前 記 第 一 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 を 通 過 し た 後 で 、 か つ 前 進 す る
前 記 第 二 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 に 到 達 す る 前 に 、 少 な く と も 弛 緩 す る よ う に 選 択 さ れ
て い る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 医 療 器 具 に お い て 、
　 ａ ） 医 療 用 カ テ ー テ ル で あ っ て 、
　 　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 シ ー ス で あ り 、 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ 上 に 取 り 付 け る
よ う に 構 成 さ れ 、
　 　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、
　 　 （ １ ） 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 端 で あ っ て 、 前 記 体 腔 は 、 前 記 体 腔 を 囲 む 筋 肉
体 腔 組 織 を 有 す る 、 遠 位 端 、
　 　 （ ２ ） 取 り 付 け ら れ た 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 曲 が っ て い な い 状 態 に あ る 場 合 に 長 さ
方 向 軸 を 定 め る 、 中 心 線 、
　 　 （ ３ ） 第 一 表 面 部 分 を 備 え た 第 一 外 表 面 を 有 す る 、 周 囲 に 突 出 し た 第 一 ポ ッ ド で あ っ
て 、 前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第
一 電 極 対 を 含 み 、 か つ 電 圧 印 加 さ れ た 前 記 第 一 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 す る
と 、 前 記 体 腔 内 で 前 記 第 一 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 す る 、 第 一 ポ ッ
ド 、 お よ び 、
　 　 （ ４ ） 第 二 表 面 部 分 を 備 え た 第 二 外 表 面 を 有 す る 、 周 囲 に 突 出 し た 第 二 ポ ッ ド で あ っ
て 、 前 記 第 二 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第
二 電 極 対 を 含 み 、 か つ 電 圧 印 加 さ れ た 前 記 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 す る
と 、 前 記 体 腔 内 で 前 記 第 二 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 し 、 前 記 第 二 ポ
ッ ド は 、 前 記 第 一 ポ ッ ド か ら 近 位 に 長 さ 方 向 に 離 れ て い る 、 第 二 ポ ッ ド 、
　 　 を 含 む 、
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　 医 療 用 カ テ ー テ ル と 、
　 ｂ ） 制 御 器 で あ っ て 、 前 記 第 一 電 極 対 に 接 触 す る 前 記 筋 肉 体 腔 組 織 を 収 縮 さ せ る た め 、
前 記 第 一 電 極 対 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、 か つ 前 記 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 前 記 筋 肉
体 腔 組 織 を 収 縮 さ せ る た め 、 前 記 第 二 電 極 対 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 制 御 器 と
、
　 を 具 備 す る 、 医 療 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 一 般 に 医 療 器 具 に 関 す る も の で 、 さ ら に 詳 し く は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル を 有 す
る 医 療 器 具 、 お よ び 医 療 用 カ テ ー テ ル の 使 用 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 こ れ ま で に 知 ら れ て い る カ テ ー テ ル の 例 は 、 内 視 鏡 の 柔 軟 な 挿 入 チ ュ ー ブ （ 結 腸 鏡 お よ
び 小 腸 内 視 鏡 の 柔 軟 な 挿 入 チ ュ ー ブ を 含 む ） を 含 む が 、 こ れ に 制 約 さ れ な い 。 挿 入 チ ュ ー
ブ は 、 関 節 運 動 可 能 な 遠 位 端 部 を 有 し 、 こ の 遠 位 端 部 は 、 内 視 鏡 の ハ ン ド ル 部 分 に 取 り 付
け ら れ た ノ ブ を 制 御 す る た め に 、 こ の 遠 位 端 部 か ら 延 び る ワ イ ヤ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 挿
入 チ ュ ー ブ 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 広 角 ビ デ オ カ メ ラ に よ り 、 医 学 的 観 察 が 可 能 に な る 。
医 療 用 針 尖 刃 （ medical needle-knife） 、 ま た は 医 療 用 ス ネ ア な ど の 医 療 装 置 は 、 内 視 鏡
シ ス テ ム の 一 部 で 、 内 視 鏡 の 挿 入 チ ュ ー ブ の 作 業 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 可 能 で あ り 、 医 療 処
置 の た め 、 遠 位 端 部 か ら 延 び る よ う に 移 動 可 能 で あ る 。 使 用 に 際 し 、 挿 入 チ ュ ー ブ の 遠 位
端 は 、 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 。 使 用 者 は 、 近 位 の チ ュ ー ブ 部 分 を 手 動 で 押 し 進 め て 、
挿 入 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 を 体 腔 内 で 前 進 さ せ 、 医 療 観 察 お よ び ／ ま た は 医 療 処 置 を 行 う 。 結
腸 な ど の 蛇 行 す る 体 腔 内 で は 、 挿 入 チ ュ ー ブ の 関 節 運 動 可 能 な 遠 位 端 が 、 体 腔 内 で 整 列 し
な い 場 合 が あ り 、 か つ 体 腔 組 織 に よ り さ ら な る 前 進 が 阻 害 さ れ る 場 合 が あ る 。 こ の 際 、 使
用 者 が 近 位 の チ ュ ー ブ 部 分 を さ ら に 押 し 込 む と 、 挿 入 チ ュ ー ブ は 好 ま し く な い ル ー プ を 形
成 し 、 使 用 者 は 、 挿 入 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 の 再 整 列 、 お よ び 体 腔 内 で の 挿 入 チ ュ ー ブ の さ ら
な る 前 進 の 前 に 、 こ の ル ー プ を 修 正 し な け れ ば な ら な い 。 米 国 特 許 第 ６ ， ８ ６ ６ ， ６ ２ ６
号 は 、 臍 孔 の 遠 位 端 に 接 続 さ れ た 自 動 推 進 型 カ プ セ ル を 用 い た 結 腸 鏡 検 査 の 実 行 を 開 示 し
て お り 、 こ の カ プ セ ル の 電 極 は 、 結 腸 の 筋 肉 組 織 （ muscular colon tissue） を 刺 激 し て
収 縮 さ せ 、 こ れ に よ り 結 腸 内 の カ プ セ ル を 前 進 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 今 な お 科 学 者 、 お よ び 技 術 者 は 、 カ テ ー テ ル を 有 す る 改 良 さ れ た 医 療 器
具 、 お よ び カ テ ー テ ル を 使 用 す る た め の 改 良 さ れ た 方 法 を 求 め 続 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 の 第 一 表 現 （ first expression） は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル を 含 む
医 療 用 器 具 の た め の も の で あ る 。 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 遠 位 端 、 中 心 線 、 周 囲 に 突 出
し た 第 一 ポ ッ ド 、 お よ び 周 囲 に 突 出 し た 第 二 ポ ッ ド を 有 す る 。 前 記 遠 位 端 は 、 患 者 の 体 腔
内 で あ っ て 、 前 記 体 腔 を 囲 む 筋 肉 体 腔 組 織 （ muscular lumen tissue） を 有 す る 、 体 腔 内
に 挿 入 可 能 で あ る 。 前 記 中 心 線 は 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 曲 が っ て い な い 状 態 に あ る 場
合 に 、 長 さ 方 向 軸 を 定 め る 。 前 記 第 一 ポ ッ ド は 、 第 一 表 面 部 分 を 備 え る 第 一 外 表 面 を 有 す
る 。 前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 を 印 加 す る こ
と が で き る 第 一 電 極 対 を 含 む 。 前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 電 圧 が 印 加 さ れ た 第 一 電 極 対 に 接 触
す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 し た 際 に 、 体 腔 内 で 前 記 第 一 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ
た 形 状 を 有 す る 。 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 第 二 表 面 部 分 を 備 え る 第 二 外 表 面 を 有 す る 。 前 記 第
二 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る
第 二 電 極 対 を 含 む 。 前 記 第 二 表 面 部 分 は 、 電 圧 が 印 加 さ れ た 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体
腔 組 織 が 収 縮 し た 際 に 、 体 腔 内 で 前 記 第 二 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有
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す る 。 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 前 記 第 一 ポ ッ ド か ら 近 位 に 長 さ 方 向 に 離 れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 代 替 実 施 形 態 の 第 一 表 現 は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル と 制 御 器 と を 含 む 医 療 用 器 具 の
た め の も の で あ る 。 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 シ ー ス で あ り 、 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ
の 周 り に 取 り 付 け る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 取 り 付 け ら れ た 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 遠
位 端 、 中 心 線 、 周 囲 に 突 出 し た 第 一 ポ ッ ド 、 お よ び 周 囲 に 突 出 し た 第 二 ポ ッ ド を 含 む 。 前
記 遠 位 端 は 、 患 者 の 体 腔 内 で あ っ て 、 前 記 体 腔 を 囲 む 筋 肉 体 腔 組 織 を 有 す る 、 体 腔 内 に 挿
入 可 能 で あ る 。 前 記 中 心 線 は 、 取 り 付 け ら れ た 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 曲 が っ て い な い 状
態 に あ る 場 合 に 、 長 さ 方 向 軸 を 定 め る 。 前 記 第 一 ポ ッ ド は 、 第 一 表 面 部 分 を 備 え る 第 一 外
表 面 を 有 す る 。 前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 を
印 加 す る こ と が で き る 第 一 電 極 対 を 含 む 。 前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 電 圧 が 印 加 さ れ た 第 一 電
極 対 と 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 し た 際 に 、 体 腔 内 で 前 記 第 一 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う
に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 す る 。 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 第 二 表 面 部 分 を 備 え る 第 二 外 表 面 を 有 す
る 。 前 記 第 二 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 を 印 加 す る こ
と が で き る 第 二 電 極 対 を 含 む 。 前 記 第 二 表 面 部 分 は 、 電 圧 が 印 加 さ れ た 第 二 電 極 対 と 接 触
す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 し た 際 に 、 体 腔 内 で 前 記 第 二 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ
た 形 状 を 有 す る 。 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 前 記 第 一 ポ ッ ド か ら 近 位 に 長 さ 方 向 に 離 れ て い る 。
制 御 器 は 、 前 記 第 一 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 を 収 縮 さ せ る た め 、 前 記 第 一 電 極 対 に
電 圧 を 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、 か つ 前 記 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 を 収 縮 さ せ
る た め 、 前 記 第 二 電 極 対 に 電 圧 を 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル を 使 用 す る た め の も の で あ る 。 前 記 医 療 用 カ テ ー テ
ル は 、 遠 位 端 、 中 心 線 、 周 囲 に 突 出 し た 第 一 ポ ッ ド 、 お よ び 周 囲 に 突 出 し た 第 二 ポ ッ ド を
含 む 。 前 記 遠 位 端 は 、 患 者 の 体 腔 内 で あ っ て 、 前 記 体 腔 を 囲 む 筋 肉 体 腔 組 織 を 有 す る 体 腔
内 に 挿 入 可 能 で あ る 。 前 記 中 心 線 は 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 曲 が っ て い な い 状 態 に あ る
場 合 に 、 長 さ 方 向 軸 を 定 め る 。 前 記 第 一 ポ ッ ド は 、 第 一 表 面 部 分 を 備 え る 第 一 外 表 面 を 有
す る 。 前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 を 印 加 す る
こ と が で き る 第 一 電 極 対 を 含 む 。 前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 電 圧 が 印 加 さ れ た 第 一 電 極 対 と 接
触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 し た 際 に 、 体 腔 内 で 前 記 第 一 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ
れ た 形 状 を 有 す る 。 前 記 第 一 ポ ッ ド は 、 膨 張 可 能 な 第 一 バ ル ー ン を 含 み 、 第 一 外 表 面 は 、
前 記 第 一 バ ル ー ン の 膨 張 し た 外 表 面 で あ る 。 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 第 二 表 面 部 分 を 備 え る 第
二 外 表 面 を 有 す る 。 前 記 第 二 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電
圧 を 印 加 す る こ と が で き る 第 二 電 極 対 を 含 む 。 前 記 第 二 表 面 部 分 は 、 電 圧 が 印 加 さ れ た 第
二 電 極 対 と 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 し た 際 に 、 体 腔 内 で 前 記 第 二 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る
よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 す る 。 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 前 記 第 一 ポ ッ ド か ら 近 位 に 長 さ 方 向
に 離 れ て い る 。 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 膨 張 可 能 な 第 二 バ ル ー ン を 含 み 、 第 二 外 表 面 は 、 前 記
第 二 バ ル ー ン の 膨 張 し た 外 表 面 で あ る 。 前 記 の 方 法 は 、 前 記 遠 位 端 を 体 腔 内 に 挿 入 す る 工
程 を 含 む 。 前 記 方 法 は ま た 、 前 記 第 一 お よ び 第 二 バ ル ー ン が 収 縮 し 、 か つ 前 記 第 一 お よ び
第 二 電 極 対 に 電 圧 が 印 加 さ れ て い な い 状 態 で 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル を 体 腔 内 で 第 一 距 離
だ け 手 動 で 前 進 さ せ る 工 程 を 含 む 。 前 記 方 法 は さ ら に 、 前 記 第 一 お よ び 第 二 バ ル ー ン を 膨
張 さ せ る 工 程 を 含 む 。 前 記 方 法 は さ ら に 、 前 記 第 一 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ た 後 、 第 一 電 極 対
に 電 圧 を 印 加 す る 工 程 を 含 む 。 前 記 方 法 は さ ら に 、 前 記 第 二 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ た 後 、 第
二 電 極 対 に 電 圧 を 印 加 す る 工 程 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 の 表 現 の う ち １ つ 以 上 、 お よ び 方 法 か ら 、 い く つ か の 利 点
と 優 位 性 が 得 ら れ る 。 一 つ の 例 に お い て 、 当 業 者 で あ れ ば 理 解 す る こ と が で き る よ う に 、
ポ ッ ド が 遠 位 端 に 近 接 し て 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 自 己 前 進 型 医 療 用 カ テ ー テ ル が 、 好 ま
し く な い ル ー プ を 形 成 し な い よ う に す る こ と が で き る 。 同 一 の 、 ま た は 異 な る 例 に お い て
、 各 ポ ッ ド は 、 電 極 を 支 持 す る 膨 張 可 能 な バ ル ー ン を 含 み 、 こ の バ ル ー ン は 、 当 該 医 療 用
カ テ ー テ ル を 体 腔 内 で 手 動 で 前 進 さ せ る こ と が 望 ま し い 場 合 に は 、 収 縮 さ れ （ 結 果 と し て
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、 体 腔 内 に お い て 前 記 カ テ ー テ ル の 横 断 面 の 寸 法 を 小 さ く し ） 、 医 療 用 カ テ ー テ ル を 体 腔
内 で 自 己 前 進 さ せ る こ と が 望 ま し い 場 合 に の み 、 膨 張 さ れ る 。 同 一 の 、 ま た は 異 な る 例 に
お い て 、 制 御 器 は 、 第 一 お よ び 第 二 電 極 対 に 対 し 同 時 ま た は 逐 次 に 電 圧 を 印 加 し 、 こ れ に
よ り 、 単 一 の 電 極 対 に よ っ て 実 行 で き る よ り も 速 く 体 腔 内 で 前 進 さ せ る よ う に す る こ と が
で き 、 前 記 電 極 対 は 、 長 さ 方 向 に 、 あ る 距 離 を 置 い て お り 、 一 つ の 電 極 対 に よ っ て 収 縮 し
た 筋 肉 体 腔 組 織 が 、 自 己 前 進 す る 次 の 電 極 対 が 同 一 の 筋 肉 体 腔 組 織 に 到 達 す る ま で に 弛 緩
す る の に 十 分 な 時 間 を 有 す る こ と を 確 実 に す る 。 同 一 の 、 ま た は 異 な る 例 に お い て 、 医 療
用 カ テ ー テ ル は 、 既 存 の 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 周 り に 取 り 付 け ら れ た シ ー ス で あ り 、 既 存
の 内 視 鏡 の 性 能 を 向 上 さ せ る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 前 に 、 本 発 明 は 、 そ の 適 用 ま た は 使 用 に お い て 、 添 付 の 図 面 お
よ び 説 明 に 例 示 さ れ た 部 品 の 構 造 な ら び に 配 列 の 詳 細 に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と に 注
意 す べ き で あ る 。 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 他 の 実 施 形 態 に お い て 実 行 さ れ る か 、 ま
た は 他 の 実 施 形 態 に 組 み 込 ま れ る こ と が で き 、 様 々 な 方 法 で 実 践 、 ま た は 実 施 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 特 に 示 さ れ て い な い 限 り 、 本 明 細 書 に 用 い る 用 語 、 お よ び 表 現 は 、 読 み
手 の 便 宜 の た め に 、 本 発 明 の 例 示 的 実 施 形 態 を 説 明 す る 目 的 で 選 択 さ れ 、 本 発 明 を 限 定 す
る 目 的 の た め で は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 に 記 載 さ れ る 表 現 、 実 施 形 態 、 実 施 例 等 の う ち 任 意 の １ つ 以 上 は 、 他 の 以 下 に 記 載
さ れ る 表 現 、 実 施 形 態 、 実 施 例 等 の う ち 任 意 の １ つ 以 上 と 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能 で あ る
こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま ず 、 図 面 を 参 照 す る と 、 全 体 に わ た っ て 同 様 の 符 号 が 同 様 の 要 素 を 表 し て お り 、 図 １
～ 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 １ ～ 図 ５ の 実 施 形 態 の 第 一 表 現 は 、 医 療 用 カ テ ー
テ ル １ ２ を 含 む 医 療 器 具 １ ０ で あ る 。 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ は 、 遠 位 端 １ ４ 、 中 心 線 １ ６
、 周 囲 に 突 出 し た 第 一 ポ ッ ド １ ８ 、 お よ び 周 囲 に 突 出 し た 第 二 ポ ッ ド ２ ０ を 有 す る 。 こ の
遠 位 端 ２ ０ は 、 患 者 の 体 腔 ２ ２ で あ っ て 、 こ の 体 腔 ２ ２ を 囲 む 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ を 有 す る
、 体 腔 ２ ２ 内 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 中 心 線 １ ６ は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ が 曲 が っ て
い な い 状 態 に あ る 場 合 に 長 さ 方 向 軸 を 定 め る 。 第 １ の ポ ッ ド １ ８ は 、 第 一 表 面 部 分 ２ ８ を
備 え る 第 一 外 表 面 ２ ６ を 有 す る 。 第 一 表 面 部 分 ２ ８ は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ
た 電 極 ３ ２ お よ び ３ ４ の 、 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る 第 一 電 極 対 ３ ０ を 含 む 。 第 一 表 面
部 分 ２ ８ は 、 電 圧 が 印 加 さ れ た 第 一 電 極 対 ３ ０ に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ が 収 縮 す る 際
に 、 第 一 ポ ッ ド １ ８ （ し た が っ て 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ ） を 体 腔 ２ ２ 内 で 前 進 さ せ る よ
う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 す る 。 第 二 ポ ッ ド ２ ０ は 、 第 二 表 面 部 分 ３ ８ を 備 え る 第 二 外 表 面
３ ６ を 有 す る 。 第 二 表 面 部 分 ３ ８ は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 ４ ２ お よ び
４ ４ の 、 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る 第 二 電 極 対 ４ ０ を 含 む 。 第 二 表 面 部 分 ３ ８ は 、 電 圧
が 印 加 さ れ た 第 二 電 極 対 ４ ０ に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ が 収 縮 す る 際 に 、 第 二 ポ ッ ド ２
０ （ し た が っ て 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ ） を 体 腔 ２ ２ 内 で 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形
状 を 有 す る 。 第 二 ポ ッ ド ２ ０ は 、 第 一 ポ ッ ド １ ８ か ら 近 位 に 長 さ 方 向 に 離 間 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ～ 図 ５ の 実 施 形 態 の 第 一 表 現 の 一 つ の 展 開 に お い て 、 第 一 ポ ッ ド １ ８ は 、 遠 位 端 １
４ に 近 接 し て 配 置 さ れ て い る 。 一 変 形 体 で は 、 第 一 ポ ッ ド １ ８ は 、 遠 位 端 １ ４ に 配 置 さ れ
て い る 。 一 変 形 体 で は 、 第 一 お よ び 第 二 ポ ッ ド １ ８ 、 ２ ０ は 、 外 周 全 体 に あ る 突 出 部 （ fu
lly-circumferential protrusions） で あ る 。 一 つ の 変 更 例 に お い て 、 第 一 お よ び 第 二 表
面 部 分 ２ ８ 、 ３ ８ は 、 傾 斜 面 （ 図 ２ に 示 す よ う に 近 位 に 先 細 に な る 円 錐 形 状 を 有 す る 表 面
な ど ） で あ り 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ が 傾 斜 面 に 力 を 加 え 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ を
体 腔 ２ ２ 内 で 前 進 さ せ る 。 こ れ は 熟 練 者 で あ れ ば 理 解 す る こ と が で き る で あ ろ う 。 他 の 表
面 形 状 は 、 当 業 者 に ゆ だ ね ら れ る 。 あ る 例 証 で は 、 第 一 お よ び 第 二 表 面 部 分 ２ ８ ， ３ ８ は
そ れ ぞ れ 、 少 な く と も １ つ の 追 加 の 電 極 対 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ５ の 実 施 形 態 の 第 一 表 現 の 第 一 の 実 行 で は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ は 、 作 業 チ
ャ ン ネ ル ４ ７ を 有 す る 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ ４ ６ で あ る 。 一 つ の 変 形 例 で は 、 内 視 鏡
挿 入 チ ュ ー ブ ４ ６ は 、 遠 位 端 １ ４ に 配 置 さ れ た 視 覚 化 装 置 ４ ８ を 含 む 。 一 つ の 変 更 例 で は
、 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ ４ ６ は 、 遠 位 端 １ ４ に 配 置 さ れ た 照 明 装 置 ４ ９ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ６ ～ 図 ８ の 第 一 の 代 替 的 実 施 形 態 に 示 す 第 二 の 実 行 に お い て 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １
２ は 、 シ ー ス １ ５ ０ で あ り 、 作 業 チ ャ ン ネ ル １ ４ ７ を 有 す る 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ １
４ ６ の 周 り に 取 り 付 け る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 つ の 変 形 例 で は 、 こ の 内 視 鏡 挿 入 チ ュ
ー ブ １ ４ ６ は 、 遠 位 端 １ １ ４ に 配 置 さ れ た 視 覚 化 装 置 １ ４ ８ を 含 む 。 一 つ の 変 更 例 で は 、
内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ １ ４ ６ は 、 遠 位 端 １ １ ４ に 配 置 さ れ た 照 明 装 置 １ ４ ９ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ５ の 実 施 形 態 の 第 一 表 現 の 第 一 使 用 可 能 状 態 （ first enablement） に お い て 、
第 一 お よ び 第 二 外 表 面 ２ ６ 、 ３ ６ は 、 体 腔 ２ ２ 内 に 配 置 さ れ る と 、 実 質 的 に 一 定 の 形 状 （
fixed shape） を 有 す る 。 し た が っ て 、 こ の 使 用 可 能 状 態 で は 、 第 一 お よ び 第 二 外 表 面 ２
６ 、 ３ ６ は 、 体 腔 ２ ２ 内 部 に あ る 場 合 、 お よ び 体 腔 ２ ２ 内 を 動 く 際 、 実 質 的 に 変 形 不 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ９ の 第 二 の 代 替 的 実 施 形 態 に 示 さ れ る 、 第 二 使 用 可 能 状 態 お い て 、 第 一 ポ ッ ド ２ １ ８
は 、 膨 張 可 能 な 第 一 バ ル ー ン ２ ５ ２ を 含 み 、 第 一 外 表 面 ２ ２ ６ は 、 第 一 バ ル ー ン ２ ５ ２ の
膨 張 し た 外 表 面 で あ り 、 第 二 ポ ッ ド ２ ２ ０ は 、 膨 張 可 能 な 第 二 バ ル ー ン ２ ５ ４ を 含 み 、 第
二 外 表 面 ２ ３ ６ は 、 第 二 バ ル ー ン ２ ５ ４ の 膨 張 し た 外 表 面 で あ る 。 あ る 構 造 で は 、 医 療 用
カ テ ー テ ル ２ １ ２ は 、 第 一 バ ル ー ン ２ ５ ２ と 流 体 連 通 す る 第 一 膨 張 内 腔 ２ ５ ３ 、 お よ び 、
第 二 バ ル ー ン ２ ５ ４ と 流 体 連 通 す る 第 二 膨 張 内 腔 ２ ５ ５ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 1～ 図 ５ の 実 施 形 態 の 第 一 表 現 の 一 つ の 拡 張 （ extension） で は 、 医 療 器 具 １ ０ は ま た
、 制 御 器 ５ ６ を 含 み 、 こ の 制 御 器 ５ ６ は 、 第 一 電 極 対 ３ ０ に 電 圧 を 印 加 し て こ の 第 一 電 極
対 ３ ０ に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ を 収 縮 さ せ る よ う に 構 成 さ れ 、 な お か つ 第 二 電 極 対 ４
０ に 電 圧 を 印 加 し て こ の 第 二 電 極 対 ４ ０ に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ を 収 縮 さ せ る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 一 例 で は 、 医 療 器 具 １ ０ に は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ の 近 位 端 ６ ０ に 取
り 付 け ら れ た ハ ン ド ピ ー ス ５ ８ が 含 ま れ て お り 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス ５ ８ は 、 制 御 器 ５ ６ を
含 み 、 こ の 制 御 器 ５ ６ は 、 使 用 者 が こ れ を 作 動 さ せ る た め の ボ タ ン ６ ２ を 有 す る 。 図 ５ に
示 す よ う に 一 つ の 変 形 例 で は 、 ワ イ ヤ ６ ４ が 、 制 御 器 ５ ６ を 電 極 ３ ２ ， ３ ４ ， ４ ２ お よ び
４ ４ に 接 続 し て い る 。 一 つ の 例 示 に お い て 、 制 御 器 ５ ６ は 、 ワ イ ヤ ６ ４ を 用 い て 電 極 ３ ２
お よ び ４ ２ に 正 の 直 流 電 圧 を 、 ま た 電 極 ３ ４ お よ び ４ ４ に 負 の 直 流 電 圧 を 、 例 え ば ５ ０ Ｈ
ｚ な ど 所 定 の 周 波 数 で 印 加 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 一 の 適 用 に お い て 、 制 御 器 ５ ６ は 、 こ の 制 御 器 ５ ６ が 使 用 者 に よ っ て 作 動 さ れ る 限 り
、 第 一 お よ び 第 二 電 極 対 ３ ０ お よ び ４ ０ に 対 し 実 質 的 に 同 時 に 電 圧 を 印 加 す る よ う に 構 成
さ れ る 。 こ の 適 用 で は 、 同 時 の 電 圧 印 加 に よ っ て 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ が 体 腔 ２ ２ 内 を
進 む 速 度 は 、 予 め 決 め ら れ た 速 度 で あ り 、 電 圧 印 加 さ れ た 電 極 ３ ２ ， ３ ４ ， ４ ２ お よ び ４
４ と も は や 接 触 し て い な い 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ が 弛 緩 す る ま で の 時 間 は 、 予 め 決
め ら れ た 時 間 で あ る （ 例 え ば 、 実 験 に よ っ て 決 め ら れ た 速 度 、 お よ び 時 間 な ど ） 。 こ の 適
用 に お い て 、 第 一 お よ び 第 二 電 極 対 ３ ０ お よ び ４ ０ は 、 長 さ 方 向 に 隣 接 し た 電 極 対 で あ る
（ 長 さ 方 向 に 干 渉 す る 電 極 対 は な い こ と を 意 味 す る ） 。 こ の 適 用 で は 、 第 一 お よ び 第 二 電
極 対 ３ ０ お よ び ４ ０ は 、 長 さ 方 向 に 所 与 の 距 離 を 置 き 離 れ て い る 。 前 記 距 離 は 、 第 一 電 極
対 ３ ０ に よ っ て 接 触 さ れ た 体 腔 ２ ２ の 長 さ 方 向 の 位 置 （ longitudinal location） に あ る
、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ が 、 第 一 電 極 対 ３ ０ が そ の 長 さ 方 向 の 位 置 を 通 過 し た 後 で 、
か つ 前 進 す る 第 二 電 極 対 ４ ０ が そ の 長 さ 方 向 の 位 置 に 到 達 す る 前 に 、 少 な く と も 弛 緩 す る
よ う に 選 択 さ れ る 。 一 つ の 例 示 で は 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ は 、 こ の よ う な 距 離 が 少
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な く と も ５ ｃ ｍ の 場 合 に は 、 弛 緩 し た 状 態 に 少 な く と も 達 し 得 る 。 一 つ の 例 に お い て 、 制
御 器 ５ ６ は 、 予 め 決 め ら れ た 周 波 数 （ 例 え ば ５ ０ Ｈ ｚ な ど ） で 、 継 続 し た 時 間 （ 例 え ば 、
医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ の 遠 位 端 １ ４ が 体 腔 ２ ２ 内 の 遠 位 端 １ ４ の 最 終 位 置 に 到 達 す る ま で
の 時 間 ） に わ た っ て 、 第 一 お よ び 第 二 電 極 対 ３ ０ お よ び ４ ０ に 実 質 的 に 同 時 に 電 圧 印 加 す
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 二 の 適 用 で は 、 制 御 器 ５ ６ は 、 こ の 制 御 器 ５ ６ が 使 用 者 に よ っ て 作 動 さ れ る 限 り 、 第
一 お よ び 第 二 電 極 対 ３ ０ お よ び ４ ０ に 対 し 、 電 圧 を 順 次 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ の
適 用 で は 、 順 次 的 な 電 圧 印 加 に よ っ て 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ が 体 腔 ２ ２ 内 を 進 む 速 度 は 、
予 め 決 め ら れ た 速 度 で あ り 、 電 圧 印 加 さ れ た 電 極 ３ ２ ， ３ ４ ， ４ ２ お よ び ４ ４ と も は や 接
触 し て い な い 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ が 弛 緩 す る ま で の 時 間 は 、 予 め 決 め ら れ た 時 間
で あ る （ 例 え ば 、 実 験 に よ っ て 決 め ら れ た 速 度 、 お よ び 時 間 な ど ） 。 こ の 適 用 に お い て 、
第 一 お よ び 第 二 電 極 対 ３ ０ お よ び ４ ０ は 、 長 さ 方 向 に 隣 接 し た 電 極 対 で あ る （ 長 さ 方 向 に
干 渉 す る 電 極 対 は な い こ と を 意 味 す る ） 。 こ の 適 用 で は 、 第 一 お よ び 第 二 電 極 対 ３ ０ お よ
び ４ ０ は 、 長 さ 方 向 に 所 与 の 距 離 を 置 き 離 れ て い る 。 前 記 距 離 は 、 第 一 電 極 対 ３ ０ に よ っ
て 接 触 さ れ た 体 腔 ２ ２ の 長 さ 方 向 の 位 置 に あ る 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ が 、 第 一 電 極
対 ３ ０ が そ の 長 さ 方 向 の 位 置 を 通 過 し た 後 で 、 か つ 前 進 す る 第 二 電 極 対 ４ ０ が そ の 長 さ 方
向 の 位 置 に 到 達 す る 前 に 、 少 な く と も 弛 緩 す る よ う に 選 択 さ れ る 。 一 つ の 例 示 で は 、 収 縮
し た 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ は 、 こ の よ う な 距 離 が 少 な く と も ５ ｃ ｍ の 場 合 に 、 弛 緩 し た 状 態 に
少 な く と も 達 す る 。 一 例 で は 、 制 御 器 ５ ６ は 、 第 一 電 極 対 ３ ０ を 所 与 の 時 間 （ 例 え ば ５ 秒
間 ） に わ た っ て 電 圧 印 加 し 、 次 に 、 所 与 の 時 間 （ 例 え ば ５ 秒 間 ） に わ た っ て 第 一 電 極 対 ３
０ を 遮 断 し 、 そ の 後 第 二 電 極 対 ４ ０ を 所 与 の 時 間 （ 例 え ば ５ 秒 間 ） に わ た っ て 電 圧 印 加 し
、 次 に 所 与 の 時 間 （ 例 え ば ５ 秒 間 ） に わ た っ て 第 二 電 極 対 ４ ０ を 遮 断 し 、 そ の 後 第 一 電 極
対 ３ ０ を 所 与 の 時 間 （ 例 え ば ５ 秒 間 ） に わ た っ て 電 圧 印 加 し 、 次 に 、 所 与 の 時 間 （ 例 え ば
５ 秒 間 ） に わ た っ て 第 一 電 極 対 ３ ０ を 遮 断 し 、 そ の 後 、 第 二 電 極 対 ４ ０ を 所 与 の 時 間 （ 例
え ば ５ 秒 間 ） に わ た っ て 電 圧 印 加 し 、 次 に 所 与 の 時 間 （ 例 え ば ５ 秒 間 ） に わ た っ て 第 二 電
極 対 ４ ０ を 遮 断 す る な ど し て 、 電 圧 印 加 さ れ た 電 極 ３ ２ ， ３ ４ ， ４ ２ お よ び ４ ４ と も は や
接 触 し て い な い 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ が 弛 緩 す る の に 要 す る 時 間 の 間 、 第 一 電 極 対
３ ０ は 、 体 腔 組 織 ２ ４ の 位 置 を 離 れ 、 第 二 電 極 対 ４ ０ が 、 同 じ 体 腔 組 織 位 置 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 出 願 人 は 、 第 一 お よ び 第 二 ポ ッ ド １ ８ お よ び ２ ０ の 適 切 な 長 さ 方 向 の 間 隔 に よ り 、 こ
の よ う な 間 隔 に よ っ て 、 第 二 ポ ッ ド ２ ０ は 、 先 に 接 触 し て い た 第 一 ポ ッ ド １ ８ に よ り い ま
だ に 収 縮 さ れ た 状 態 に あ る 筋 肉 体 腔 組 織 ２ ４ に 遭 遇 す る こ と が 防 が れ る た め 、 複 数 の ポ ッ
ド を 有 す る 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ を 実 現 す る こ と が で き る こ と を 最 初 に 認 識 し た こ と に 注
意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ６ ～ 図 ８ の 代 替 実 施 形 態 の 第 一 表 現 は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ と 制 御 器 １ ５ ６ と を
含 む 医 療 器 具 １ １ ０ の た め の も の で あ る 。 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ は 、 シ ー ス １ ５ ０ で あ
り 、 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ １ ４ ６ の 周 り に 取 り 付 け る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 取 り 付
け ら れ た 医 療 用 カ テ ー テ ル １ １ ２ は 、 段 落 ［ ０ ０ １ ０ ］ で 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ に つ い て
説 明 し た よ う に 、 遠 位 端 １ １ ４ 、 中 心 線 １ １ ６ 、 電 極 １ ３ ２ お よ び １ ３ ４ を 含 む 、 周 囲 に
突 出 し た 第 一 ポ ッ ド １ １ ２ 、 な ら び に 電 極 １ ４ ２ お よ び １ ４ ４ を 含 む 、 周 囲 に 突 出 し た 第
二 ポ ッ ド １ ２ ０ を 有 す る 。 制 御 器 １ ５ ６ は 、 第 一 電 極 対 １ ３ ０ に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 （
図 ２ に ２ ４ と し て 示 さ れ る ） を 収 縮 さ せ る た め に 前 記 第 一 電 極 対 １ ３ ０ に 電 圧 を 印 加 す る
よ う に 構 成 さ れ 、 な お か つ 、 第 二 電 極 対 １ ４ ０ に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 （ 図 ２ に ２ ４ と し
て 示 さ れ る ） を 収 縮 さ せ る た め に 前 記 第 二 電 極 対 １ ４ ０ に 電 圧 を 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ ～ 図 ８ の 代 替 実 施 形 態 の 第 一 表 現 に も 、 図 １ ～ 図 ５ の 実 施 形 態 の 第 一 表 現 の 第 二 の
使 用 可 能 状 態 、 拡 張 、 適 用 な ど が 等 し く 適 用 可 能 で あ る こ と に 注 意 さ れ た い 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 医 療 用 カ テ ー テ ル ２ １ ２ を 使 用 す る た め の も の で あ り 、 こ の 医 療 用 カ
テ ー テ ル ２ １ ２ は 、 段 落 ［ ０ ０ １ ０ ］ で 医 療 用 カ テ ー テ ル １ ２ に つ い て 説 明 さ れ た と お り
で あ り 、 段 落 ［ ０ ０ １ ４ ］ で 説 明 さ れ た よ う な 第 二 の 使 用 可 能 状 態 を 備 え る 。 こ の 方 法 に
は 、 遠 位 端 ２ １ ４ を 体 腔 （ 図 ２ に ２ ２ と し て 示 さ れ る ） に 挿 入 す る 工 程 が 含 ま れ る 。 こ の
方 法 に は 、 第 一 お よ び 第 二 バ ル ー ン ２ ５ ２ お よ び ２ ５ ４ を 収 縮 さ せ 、 且 つ （ 周 囲 方 向 に 間
隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 ２ ３ ２ と ２ ３ ４ 、 お よ び ２ ４ ２ と ２ ４ ４ で あ る ） 第 一 お よ び 第
二 電 極 対 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ が 電 圧 印 加 さ れ て い な い 状 態 で 、 医 療 用 カ テ ー テ ル ２ １ ２ を 手 動
で 体 腔 内 を 、 第 一 の 距 離 だ け 前 進 さ せ る 工 程 が 含 ま れ る 。 こ の 方 法 は 、 第 一 お よ び 第 二 バ
ル ー ン ２ ５ ２ お よ び ２ ５ ４ を 膨 張 さ せ る 工 程 を 含 む 。 こ の 方 法 は 、 第 一 バ ル ー ン ２ ５ ２ が
膨 張 し た 後 に 第 一 電 極 対 ２ ３ ０ に 電 圧 印 加 す る 工 程 を 含 む 。 こ の 方 法 は 、 第 二 バ ル ー ン ２
５ ４ が 膨 張 し た 後 に 第 二 電 極 対 ２ ４ ０ に 電 圧 印 加 す る 工 程 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 方 法 の 第 一 の 使 用 可 能 状 態 で は 、 第 一 お よ び 第 二 電 極 対 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ は 、 実 質 的
に 同 時 に 電 圧 印 加 さ れ 、 医 療 用 カ テ ー テ ル ２ １ ２ を 体 腔 内 で 第 二 の 距 離 だ け 自 己 前 進 さ せ
る 。 第 二 の 使 用 可 能 状 態 で は 、 第 一 お よ び 第 二 電 極 対 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ は 、 逐 次 的 に 電 圧 印
加 さ れ 、 医 療 用 カ テ ー テ ル ２ １ ２ を 体 腔 内 で 第 二 の 距 離 だ け 自 己 前 進 さ せ る 。 第 三 の 使 用
可 能 状 態 で は 、 第 一 お よ び 第 二 電 極 対 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ は 、 あ る 時 間 の 間 、 実 質 的 に 同 時 に
電 圧 印 加 さ れ 、 別 の 時 間 の 間 、 逐 次 的 に 電 圧 を 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 方 法 の 第 一 の 使 用 （ first employment） で は 、 第 一 お よ び 第 二 電 極 対 ２ ３ ０ 、 ２ ４
０ に 電 圧 印 加 す る 前 に 、 医 療 用 カ テ ー テ ル ２ １ ２ を 手 動 で 前 進 さ せ る 。 第 二 の 使 用 で は 、
医 療 用 カ テ ー テ ル ２ １ ２ を 手 動 で 前 進 さ せ る 前 に 、 第 一 お よ び 第 二 電 極 対 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０
に 電 圧 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 方 法 の あ る 利 用 で は 、 体 腔 は 、 人 体 ま た は 他 の 哺 乳 動 物 の 結 腸 で あ る 。 別 の 利 用 で
は 、 体 腔 は 、 上 部 胃 腸 管 で あ る 。 さ ら に 別 の 利 用 で は 、 体 腔 は 、 動 脈 腔 で あ る 。 そ の 他 の
体 腔 は 、 当 業 者 に ゆ だ ね ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 実 施 形 態 の う ち 任 意 の も の 、 お よ び 方 法 の あ る 補 飾 （ embellishment） で は 、 図 1お
よ び 図 ２ 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 関 し て 、 医 療 器 具 １ ０ お よ び １ １ ０ は 、 第 二 ポ ッ ド ２ ０ お よ
び １ ２ ０ か ら 近 位 に 長 さ 方 向 に 離 れ た 、 周 囲 に 突 出 し た 第 三 ポ ッ ド ７ ０ お よ び １ ７ ０ を 含
み 、 こ の 第 三 ポ ッ ド ７ ０ お よ び １ ７ ０ は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 ７ ４ ，
７ ６ 、 お よ び １ ７ ４ ， １ ７ ６ の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第 三 電 極 対 ７ ２ お よ び １ ７ ２ を 有 す る 。
一 変 形 例 で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ ６ ４ は 、 第 一 電 極 対 ３ ０ の 電 極 ３ ２ ， ３ ４ 、 第
二 電 極 対 ４ ０ の 電 極 ４ ２ ， ４ ４ 、 お よ び 第 三 電 極 対 ７ ２ の 電 極 ７ ４ ， ７ ６ に 、 制 御 器 ５ ６
を 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 の う ち １ つ 以 上 の 表 現 、 お よ び 方 法 か ら 、 い く つ か の 利 点
と 優 位 性 が 得 ら れ る 。 一 例 に お い て 、 当 業 者 で あ れ ば 理 解 す る こ と が で き る よ う に 、 ポ ッ
ド は 遠 位 端 に 近 接 し て 配 置 さ れ 、 こ れ に よ り 自 己 前 進 型 医 療 用 カ テ ー テ ル が 好 ま し く な い
ル ー プ を 形 成 し な い よ う に す る こ と が で き る 。 同 一 の 、 ま た は 異 な る 例 に お い て 、 各 ポ ッ
ド は 、 電 極 を 支 持 す る 膨 張 可 能 な バ ル ー ン を 含 み 、 当 該 医 療 用 カ テ ー テ ル を 体 腔 内 で 手 動
で 前 進 さ せ る こ と が 望 ま し い 場 合 に は 、 前 記 バ ル ー ン は 収 縮 さ れ （ 結 果 と し て 、 体 腔 内 に
お け る 前 記 カ テ ー テ ル の 横 断 面 の 寸 法 を 小 さ く し ） 、 医 療 用 カ テ ー テ ル を 体 腔 内 で 自 己 前
進 さ せ る こ と が 望 ま し い 場 合 に の み 前 記 バ ル ー ン は 膨 張 さ れ る 。 同 一 の 、 ま た は 異 な る 例
に お い て 、 制 御 器 は 、 第 一 、 第 二 電 極 対 に 対 し 同 時 ま た は 逐 次 に 電 圧 印 加 し 、 単 一 の 電 極
対 に よ っ て 実 行 で き る よ り も 速 く 体 腔 内 を 前 進 さ せ る よ う に で き 、 こ こ で 、 前 記 電 極 対 は
、 長 さ 方 向 に あ る 距 離 を 置 い て 離 れ て お り 、 一 つ の 電 極 対 に よ っ て 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織
が 、 自 己 前 進 す る 次 の 電 極 対 が 同 一 の 筋 肉 体 腔 組 織 に 到 達 す る 前 に 弛 緩 す る の に 十 分 な 時
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間 を 有 す る よ う に な る こ と を 確 実 に す る 。 同 一 の 、 ま た は 異 な る 例 に お い て 、 医 療 用 カ テ
ー テ ル は 、 既 存 の 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 周 り に 取 り 付 け ら れ た シ ー ス で あ り 、 既 存 の 内 視
鏡 の 性 能 を 向 上 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 実 施 態 様 の い く つ か の 表 現 お よ び 方 法 の 説 明 に よ り 例 示 さ れ た が 、 添 付 の 特
許 請 求 の 範 囲 の 精 神 お よ び 範 囲 を そ の よ う な 詳 細 に 限 定 も し く は 制 約 す る こ と は 本 出 願 人
の 意 図 で は な い 。 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 非 常 に 多 く の 他 の 変 形 、 変 更 、 置
換 が 、 当 業 者 に 思 い 浮 か ぶ で あ ろ う 。 例 え ば 、 本 発 明 の 医 療 器 具 は 、 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に
適 合 性 の あ る シ ス テ ム 、 構 成 要 素 、 お よ び 方 法 の 明 ら か な 変 更 を 考 慮 す る と 、 ロ ボ ッ ト 支
援 型 手 術 に お け る 適 用 性 を 有 す る 。 前 述 の 説 明 は 、 例 と し て 提 供 さ れ た も の で あ り 、 添 付
の 請 求 の 範 囲 の 範 囲 お よ び 精 神 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 当 業 者 に は そ の 他 の 変 更 が 思 い 浮
か ぶ で あ ろ う こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
　 以 下 の 通 り 、 好 ま し い 態 様 を 示 す 。
（ １ ） 医 療 用 カ テ ー テ ル を 具 備 す る 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、
　 ａ ） 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 端 で あ っ て 、 前 記 体 腔 は 、 前 記 体 腔 を 囲 む 筋 肉 体 腔
組 織 を 有 す る 、 遠 位 端 と 、
　 ｂ ） 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 曲 が っ て い な い 状 態 に あ る 場 合 に 長 さ 方 向 軸 を 定 め る 、 中
心 線 と 、
　 ｃ ） 第 一 表 面 部 分 を 備 え た 第 一 外 表 面 を 有 す る 、 周 囲 に 突 出 し た 第 一 ポ ッ ド で あ っ て 、
前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第 一 電
極 対 を 含 み 、 か つ 、 電 圧 印 加 さ れ た 前 記 第 一 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 す る と
、 前 記 体 腔 内 で 前 記 第 一 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 す る 、 第 一 ポ ッ ド
と 、
　 ｄ ） 第 二 表 面 部 分 を 備 え た 第 二 外 表 面 を 有 す る 、 周 囲 に 突 出 し た 第 二 ポ ッ ド で あ っ て 、
　 　 前 記 第 二 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第
二 電 極 対 を 含 み 、 か つ 、 電 圧 印 加 さ れ た 前 記 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 す
る と 、 前 記 体 腔 内 で 前 記 第 二 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 し 、
　 　 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 前 記 第 一 ポ ッ ド か ら 近 位 に 長 さ 方 向 に 離 れ て い る 、
　 第 二 ポ ッ ド と 、
　 を 含 む 、
　 医 療 器 具 。
（ ２ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ で あ る 、 医 療 器 具 。
（ ３ ） 実 施 態 様 ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ は 、 前 記 遠 位 端 に 配 置 さ れ た 視 覚 化 装 置 を 含 む 、 医 療 器 具 。
（ ４ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 シ ー ス で あ り 、 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ 上 に 取 り 付 け る よ
う に 構 成 さ れ て い る 、 医 療 器 具 。
（ ５ ） 実 施 態 様 ４ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ は 、 前 記 遠 位 端 に 配 置 さ れ た 視 覚 化 装 置 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ６ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 外 表 面 、 お よ び 前 記 第 二 外 表 面 は 、 前 記 体 腔 内 に 配 置 さ れ た 際 に 、 実 質 的 に 一
定 の 形 状 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
（ ７ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 ポ ッ ド は 、 膨 張 可 能 な 第 一 バ ル ー ン を 含 み 、
　 前 記 第 一 外 表 面 は 、 前 記 第 一 バ ル ー ン の 膨 張 し た 外 表 面 で あ り 、
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　 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 膨 張 可 能 な 第 二 バ ル ー ン を 含 み 、
　 前 記 第 二 外 表 面 は 、 前 記 第 二 バ ル ー ン の 膨 張 し た 外 表 面 で あ る 、 医 療 器 具 。
（ ８ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 制 御 器 で あ っ て 、 前 記 第 一 電 極 対 に 接 触 す る 前 記 筋 肉 体 腔 組 織 を 収 縮 さ せ る た め 、 前 記
第 一 電 極 対 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、 か つ 前 記 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 前 記 筋 肉 体 腔
組 織 を 収 縮 さ せ る た め 、 前 記 第 二 電 極 対 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 制 御 器 、
　 を さ ら に 含 む 、
　 医 療 器 具 。
（ ９ ） 実 施 態 様 ８ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 制 御 器 は 、 前 記 制 御 器 が 使 用 者 に よ っ て 作 動 さ れ る 限 り 、 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び
前 記 第 二 電 極 対 に 実 質 的 に 同 時 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 同 時 の 電 圧 印 加 に よ っ て 前 記 体 腔 内 の 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 進 む 速 度 は 、 予 め 決
め ら れ た 速 度 で あ り 、
　 電 圧 印 加 さ れ た 電 極 と も は や 接 触 し て い な い 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 弛 緩 す る 時 間 は
、 予 め 決 め ら れ た 時 間 で あ り 、
　 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び 前 記 第 二 電 極 対 は 、 長 さ 方 向 に 隣 接 す る 電 極 対 で あ り 、 長 さ 方
向 に 、 あ る 距 離 を お い て 離 れ て お り 、
　 前 記 距 離 は 、 前 記 第 一 電 極 対 に よ っ て 接 触 さ れ た 前 記 体 腔 の 長 さ 方 向 位 置 に あ る 、 収 縮
し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 、 前 記 第 一 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 を 通 過 し た 後 で 、 か つ 前 進 す る
前 記 第 二 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 に 到 達 す る 前 に 、 少 な く と も 弛 緩 す る よ う に 選 択 さ れ
る 、 医 療 器 具 。
（ １ ０ ） 実 施 態 様 ８ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 制 御 器 は 、 前 記 制 御 器 が 使 用 者 に よ っ て 作 動 さ れ る 限 り 、 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び
前 記 第 二 電 極 対 を 逐 次 的 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 逐 次 的 な 電 圧 印 加 に よ っ て 前 記 体 腔 内 の 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 進 む 速 度 は 、 予 め
決 め ら れ た 速 度 で あ り 、
　 電 圧 印 加 さ れ た 電 極 と も は や 接 触 し て い な い 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 弛 緩 す る 時 間 は
、 予 め 決 め ら れ た 時 間 で あ り 、
　 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び 前 記 第 二 電 極 対 は 、 長 さ 方 向 に 隣 接 す る 電 極 対 で あ り 、 長 さ 方
向 に 、 あ る 距 離 を お い て 離 れ て お り 、
　 前 記 距 離 は 、 前 記 第 一 電 極 対 に よ っ て 接 触 さ れ た 前 記 体 腔 の 長 さ 方 向 位 置 に あ る 、 収 縮
し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 、 前 記 第 一 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 を 通 過 し た 後 で 、 か つ 前 進 す る
前 記 第 二 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 に 到 達 す る 前 に 、 少 な く と も 弛 緩 す る よ う に 選 択 さ れ
て い る 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ １ １ ） 医 療 器 具 に お い て 、
　 ａ ） 医 療 用 カ テ ー テ ル で あ っ て 、
　 　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 シ ー ス で あ り 、 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ 上 に 取 り 付 け る
よ う に 構 成 さ れ 、
　 　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、
　 　 （ １ ） 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 端 で あ っ て 、 前 記 体 腔 は 、 前 記 体 腔 を 囲 む 筋 肉
体 腔 組 織 を 有 す る 、 遠 位 端 、
　 　 （ ２ ） 取 り 付 け ら れ た 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 曲 が っ て い な い 状 態 に あ る 場 合 に 長 さ
方 向 軸 を 定 め る 、 中 心 線 、
　 　 （ ３ ） 第 一 表 面 部 分 を 備 え た 第 一 外 表 面 を 有 す る 、 周 囲 に 突 出 し た 第 一 ポ ッ ド で あ っ
て 、 前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第
一 電 極 対 を 含 み 、 か つ 電 圧 印 加 さ れ た 前 記 第 一 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 す る
と 、 前 記 体 腔 内 で 前 記 第 一 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 す る 、 第 一 ポ ッ
ド 、 お よ び 、
　 　 （ ４ ） 第 二 表 面 部 分 を 備 え た 第 二 外 表 面 を 有 す る 、 周 囲 に 突 出 し た 第 二 ポ ッ ド で あ っ
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て 、 前 記 第 二 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第
二 電 極 対 を 含 み 、 か つ 電 圧 印 加 さ れ た 前 記 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 す る
と 、 前 記 体 腔 内 で 前 記 第 二 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 す る 、 第 二 ポ ッ
ド 、
　 　 を 含 む 、
　 医 療 用 カ テ ー テ ル と 、
　 ｂ ） 制 御 器 で あ っ て 、 前 記 第 一 電 極 対 に 接 触 す る 前 記 筋 肉 体 腔 組 織 を 収 縮 さ せ る た め 、
前 記 第 一 電 極 対 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、 か つ 前 記 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 前 記 筋 肉
体 腔 組 織 を 収 縮 さ せ る た め 、 前 記 第 二 電 極 対 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 制 御 器 と
、
　 を 具 備 す る 、 医 療 器 具 。
（ １ ２ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 外 表 面 、 お よ び 前 記 第 二 外 表 面 は 、 前 記 体 腔 内 に 配 置 さ れ た 際 に 、 実 質 的 に 一
定 の 形 状 を 有 す る 、 医 療 器 具 。
（ １ ３ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 ポ ッ ド は 、 膨 張 可 能 な 第 一 バ ル ー ン を 含 み 、
　 前 記 第 一 外 表 面 は 、 前 記 第 一 バ ル ー ン の 膨 張 し た 外 表 面 で あ り 、
　 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 膨 張 可 能 な 第 二 バ ル ー ン を 含 み 、
　 前 記 第 二 外 表 面 は 、 前 記 第 二 バ ル ー ン の 膨 張 し た 外 表 面 で あ る 、 医 療 器 具 。
（ １ ４ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 制 御 器 は 、 前 記 制 御 器 が 使 用 者 に よ っ て 作 動 さ れ る 限 り 、 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び
前 記 第 二 電 極 対 に 実 質 的 に 同 時 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 同 時 の 電 圧 印 加 に よ っ て 前 記 体 腔 内 の 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 進 む 速 度 は 、 予 め 決
め ら れ た 速 度 で あ り 、
　 電 圧 印 加 さ れ た 電 極 と も は や 接 触 し て い な い 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 弛 緩 す る 時 間 は
、 予 め 決 め ら れ た 時 間 で あ り 、
　 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び 前 記 第 二 電 極 対 は 、 長 さ 方 向 に 隣 接 す る 電 極 対 で あ り 、 長 さ 方
向 に 、 あ る 距 離 を お い て 離 れ て お り 、
　 前 記 距 離 は 、 前 記 第 一 電 極 対 に よ っ て 接 触 さ れ た 前 記 体 腔 の 長 さ 方 向 位 置 に あ る 、 収 縮
し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 、 前 記 第 一 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 を 通 過 し た 後 で 、 か つ 前 進 す る
前 記 第 二 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 に 到 達 す る 前 に 、 少 な く と も 弛 緩 す る よ う に 選 択 さ れ
る 、 医 療 器 具 。
（ １ ５ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 制 御 器 は 、 前 記 制 御 器 が 使 用 者 に よ っ て 作 動 さ れ る 限 り 、 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び
前 記 第 二 電 極 対 に 逐 次 的 に 電 圧 印 加 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 逐 次 的 な 電 圧 印 加 に よ っ て 前 記 体 腔 内 の 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 進 む 速 度 は 、 予 め
決 め ら れ た 速 度 で あ り 、
　 電 圧 印 加 さ れ た 電 極 と も は や 接 触 し て い な い 、 収 縮 し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 弛 緩 す る 時 間 は
、 予 め 決 め ら れ た 時 間 で あ り 、
　 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び 前 記 第 二 電 極 対 は 、 長 さ 方 向 に 隣 接 す る 電 極 対 で あ り 、 長 さ 方
向 に 、 あ る 距 離 を お い て 離 れ て お り 、
　 前 記 距 離 は 、 前 記 第 一 電 極 対 に よ っ て 接 触 さ れ た 前 記 体 腔 の 長 さ 方 向 位 置 に あ る 、 収 縮
し た 筋 肉 体 腔 組 織 が 、 前 記 第 一 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 を 通 過 し た 後 で 、 か つ 前 進 す る
前 記 第 二 電 極 対 が 前 記 長 さ 方 向 位 置 に 到 達 す る 前 に 、 少 な く と も 弛 緩 す る よ う に 選 択 さ れ
る 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ １ ６ ） 医 療 用 カ テ ー テ ル を 使 用 す る 方 法 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 、
　 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 遠 位 端 で あ っ て 、 前 記 体 腔 は 、 前 記 体 腔 を 囲 む 筋 肉 体 腔 組 織
を 有 す る 、 遠 位 端 、
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　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 曲 が っ て い な い 状 態 に あ る 場 合 に 長 さ 方 向 軸 を 定 め る 、 中 心 線
、
　 第 一 表 面 部 分 を 備 え た 第 一 外 表 面 を 有 す る 、 周 囲 に 突 出 し た 第 一 ポ ッ ド で あ っ て 、
　 　 前 記 第 一 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第
一 電 極 対 を 含 み 、 か つ 電 圧 印 加 さ れ た 前 記 第 一 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 す る
と 、 前 記 体 腔 内 で 前 記 第 一 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 し 、
　 　 前 記 第 一 ポ ッ ド は 、 膨 張 可 能 な 第 一 バ ル ー ン を 含 み 、
　 　 前 記 第 一 外 表 面 は 、 前 記 第 一 バ ル ー ン の 膨 張 し た 外 表 面 で あ る 、
　 第 一 ポ ッ ド 、 お よ び 、
　 第 二 表 面 部 分 を 備 え た 第 二 外 表 面 を 有 す る 、 周 囲 に 突 出 し た 第 二 ポ ッ ド で あ っ て 、
　 　 前 記 第 二 表 面 部 分 は 、 周 囲 方 向 に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 電 極 の 、 電 圧 印 加 可 能 な 第
二 電 極 対 を 含 み 、 か つ 電 圧 印 加 さ れ た 前 記 第 二 電 極 対 に 接 触 す る 筋 肉 体 腔 組 織 が 収 縮 す る
と 、 前 記 体 腔 内 で 前 記 第 二 ポ ッ ド を 前 進 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 有 し 、
　 　 前 記 第 二 ポ ッ ド は 、 前 記 第 一 ポ ッ ド か ら 近 位 に 長 さ 方 向 に 離 れ 、 か つ 膨 張 可 能 な 第 二
バ ル ー ン を 含 み 、
　 　 前 記 第 二 外 表 面 は 、 前 記 第 二 バ ル ー ン の 膨 張 し た 外 表 面 で あ る 、
　 第 二 ポ ッ ド 、
　 を 含 み 、
　 前 記 方 法 は 、
　 　 ａ ） 前 記 遠 位 端 を 前 記 体 腔 内 に 挿 入 す る 工 程 と 、
　 　 ｂ ） 前 記 第 一 バ ル ー ン 、 お よ び 前 記 第 二 バ ル ー ン が 収 縮 さ れ 、 か つ 前 記 第 一 電 極 対 、
お よ び 前 記 第 二 電 極 対 が 電 圧 印 加 さ れ て い な い 状 態 で 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル を 前 記 体 腔
内 で 第 一 距 離 分 を 手 動 で 前 進 さ せ る 工 程 と 、
　 　 ｃ ） 前 記 第 一 バ ル ー ン 、 お よ び 前 記 第 二 バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る 工 程 と 、
　 　 ｄ ） 前 記 第 一 バ ル ー ン が 膨 張 し た 後 に 前 記 第 一 電 極 対 に 電 圧 印 加 す る 工 程 と 、
　 　 ｅ ） 前 記 第 二 バ ル ー ン が 膨 張 し た 後 に 前 記 第 二 電 極 対 に 電 圧 印 加 す る 工 程 と 、
　 を 含 む 、
　 方 法 。
（ １ ７ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び 前 記 第 二 電 極 対 は 、 前 記 医 療 カ テ ー テ ル を 前 記 体 腔 内 で 第 二 距
離 分 を 自 己 前 進 さ せ る た め に 、 実 質 的 に 同 時 に 電 圧 印 加 さ れ る 、 方 法 。
（ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び 前 記 第 二 電 極 対 は 、 前 記 医 療 カ テ ー テ ル を 前 記 体 腔 内 で 第 二 距
離 分 を 自 己 前 進 さ せ る た め に 、 逐 次 に 電 圧 印 加 さ れ る 、 方 法 。
（ １ ９ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び 前 記 第 二 電 極 対 が 電 圧 印 加 さ れ る 前
に 、 手 動 で 前 進 さ れ る 、 方 法 。
（ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 一 電 極 対 、 お よ び 前 記 第 二 電 極 対 は 、 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル が 手 動 で 前 進 さ れ る
前 に 、 電 圧 印 加 さ れ る 、 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 医 療 カ テ ー テ ル と 制 御 器 と を 含 む 医 療 器 具 の 実 施 形 態 を 示 す 概 略 図 で 、 前 記 制 御
器 は 、 一 部 を 切 り 取 っ た 図 で 示 す ハ ン ド ピ ー ス 内 に 位 置 す る 。
【 図 ２ 】 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 、 図 １ に 示 し た 医 療 用 カ テ ー テ ル の 遠 位 部 分 の 断 面 図
で 、 図 ２ に お け る 前 記 医 療 用 カ テ ー テ ル は 図 １ に 示 す 向 き か ら ９ ０ 度 回 転 し て い る 状 態 を
示 す 。
【 図 ３ 】 図 ２ の ３ － ３ 線 の 方 向 か ら 見 た 、 図 ２ の 医 療 用 カ テ ー テ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の ４ － ４ 線 の 方 向 か ら 見 た 、 図 ２ の 医 療 用 カ テ ー テ ル の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 １ の 制 御 器 と 図 ２ の 医 療 用 カ テ ー テ ル の ポ ッ ド の 電 極 と の 間 の 電 気 的 接 続 を 示
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す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ と 同 様 の 図 で あ る が 、 医 療 用 カ テ ー テ ル の 第 一 の 代 替 実 施 形 態 を 示 し 、 こ の
医 療 用 カ テ ー テ ル は 、 シ ー ス で あ り 、 柔 軟 な 内 視 鏡 挿 入 チ ュ ー ブ の 周 り に 取 り 付 け る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す 医 療 用 カ テ ー テ ル の 遠 位 部 分 の 断 面 図 で 、 図 ７ の 医 療 用 カ テ ー テ ル は
、 図 ６ に 示 す 向 き か ら ９ ０ 度 回 転 し て い る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の ８ － ８ 線 の 方 向 か ら 見 た 、 図 ７ の 医 療 用 カ テ ー テ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 医 療 用 カ テ ー テ ル の 第 二 の 代 替 実 施 形 態 の 拡 大 断 面 図 で 、 医 療 用 カ テ ー テ ル の ２
つ の ポ ッ ド を 示 し 、 各 ポ ッ ド は 、 膨 張 可 能 な バ ル ー ン を 含 む 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供具有医用导管的医疗器械，并提供医用导管的使用
方法。ŽSOLUTION：这种用于医疗器械的导管具有可插入体腔的远端，
以及在长度方向上分开并突出到周围环境的第一和第二容器。第一容器
具有第一外表面，该第一外表面配备有第一表面部分。第一表面部分包
括第一电极对，第一电极对是在周向上具有间隙的电极，并且可以施加
电压。第一表面部分具有这样的形状，该形状被构造成当与已施加电压
的第一电极对接触的肌肉体腔组织收缩时，使第一容器在体腔内前进。
第二容器具有第二外表面，该第二外表面配备有第二表面部分。第二表
面部分包括第二电极对，第二电极对是在周向上具有间隙的电极，并且
可以施加电压。第二表面部分具有这样的形状，即当与已施加电压的第
二电极对接触的肌肉体腔组织收缩时，该第二表面部分构造成使得第二
罐在体腔内前进。此外，提供了使用医用导管的方法，其中每个容器包
括可扩张的球囊。Ž
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